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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動がみられたもの

の、政府による経済政策や金融政策により、企業の業況、収益及び雇用情勢の改善が続き、景気は緩やかな回復基

調が続いております。 

 当社グループの主要事業であります建設業におきましては、公共投資は堅調に推移しており、住宅投資等の民間

設備投資は、持直しの基調にあると思われますが、建設労働者の不足による労務費の上昇や資材価格の上昇による

収益への影響も懸念され厳しい状況が続きました。 

 このような情勢下において、当社グループを挙げて積極的な営業活動を行いました結果、売上高が26,654百万円

（前年同期比5.1%増）、売上総利益が1,326百万円（前年同期比38.8%増）となりましたことから、営業利益が273

百万円（前年同期は営業損失78百万円）、経常利益が245百万円（前年同期は経常利益6百万円）となり、四半期純

利益は353百万円（前年同期は四半期純利益18百万円）となりました。

 なお、当社グループの主たる事業である建設事業においては、契約による工事の完成引渡しが第４四半期連結会

計期間に集中しているため、第４四半期連結会計期間の完成工事高が著しく多くなるといった季節的変動がありま

す。一方、販売費及び一般管理費は恒常的に発生するため、第１四半期の経営成績は、全般的に通期の業績予想に

対し、進捗率が低くなる傾向にあります。

 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末の資産の部は、前連結会計年度末に比べ、現金預金が7,725百万円増加しました

が、受取手形・完成工事未収入金等が15,018百万円減少したこと等により、資産合計は5,177百万円減少した

91,357百万円となりました。負債の部は、前連結会計年度末に比べ、支払手形・工事未払金等が6,367百万円、退

職給付に係る負債が1,839百万円減少しましたが、未成工事受入金が1,329百万円増加したこと等により、負債合計

は7,348百万円減少した64,541百万円となりました。純資産の部は前連結会計年度末に比べ、2,170百万円増加した

26,816百万円となり、自己資本比率は29.1％となりました。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当第１四半期の経営成績は概ね計画通り推移しており、平成26年５月９日発表の通期の連結業績予想に変更はあ

りません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

 （１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

  （退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属

方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とす

る方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ

変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半期

連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

 この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が1,890百万円減少し、利益剰余金が1,890百万

円増加しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれ

ぞれ11百万円減少しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 18,623 26,349 

受取手形・完成工事未収入金等 55,675 40,657 

未成工事支出金等 2,852 3,320 

短期貸付金 30 29 

繰延税金資産 10 39 

その他 4,352 5,495 

貸倒引当金 △271 △214 

流動資産合計 81,274 75,677 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物 5,092 5,125 

機械、運搬具及び工具器具備品 8,670 8,746 

土地 6,981 6,980 

リース資産 153 153 

建設仮勘定 0 0 

減価償却累計額 △11,383 △11,454 

有形固定資産合計 9,514 9,550 

無形固定資産 134 134 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,380 4,777 

長期貸付金 381 367 

破産更生債権等 26 26 

繰延税金資産 109 108 

その他 1,816 1,835 

貸倒引当金 △1,102 △1,119 

投資その他の資産合計 5,612 5,995 

固定資産合計 15,261 15,680 

資産合計 96,535 91,357 

 

- 3 -

大豊建設株式会社(1822)　平成27年３月期　第１四半期決算短信



 

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 41,107 34,739 

短期借入金 5,049 4,900 

未払法人税等 381 29 

未成工事受入金 7,487 8,816 

預り金 4,861 5,868 

完成工事補償引当金 251 267 

賞与引当金 243 6 

工事損失引当金 449 375 

その他 1,579 1,034 

流動負債合計 61,409 56,039 

固定負債    

繰延税金負債 624 684 

訴訟損失引当金 211 71 

退職給付に係る負債 8,020 6,180 

その他 1,622 1,565 

固定負債合計 10,479 8,502 

負債合計 71,889 64,541 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,321 6,321 

資本剰余金 5,246 5,246 

利益剰余金 12,575 14,669 

自己株式 △141 △142 

株主資本合計 24,001 26,095 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 950 1,064 

繰延ヘッジ損益 20 △0 

為替換算調整勘定 △31 △32 

退職給付に係る調整累計額 △576 △554 

その他の包括利益累計額合計 362 476 

少数株主持分 282 244 

純資産合計 24,646 26,816 

負債純資産合計 96,535 91,357 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 25,351 26,654 

売上原価 24,395 25,327 

売上総利益 955 1,326 

販売費及び一般管理費 1,033 1,053 

営業利益又は営業損失（△） △78 273 

営業外収益    

受取利息 0 1 

受取配当金 25 26 

為替差益 76 － 

その他 51 40 

営業外収益合計 154 67 

営業外費用    

支払利息 44 24 

支払保証料 21 20 

為替差損 － 31 

その他 4 20 

営業外費用合計 69 95 

経常利益 6 245 

特別利益    

固定資産売却益 3 0 

訴訟損失引当金戻入額 － 123 

特別利益合計 3 123 

特別損失    

訴訟関連損失 0 39 

その他 9 0 

特別損失合計 10 39 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△0 329 

法人税、住民税及び事業税 36 44 

法人税等調整額 △10 △32 

法人税等合計 26 12 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
△26 317 

少数株主損失（△） △45 △36 

四半期純利益 18 353 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
△26 317 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1 114 

繰延ヘッジ損益 2 △20 

為替換算調整勘定 △1 △1 

退職給付に係る調整額 － 21 

その他の包括利益合計 3 114 

四半期包括利益 △23 432 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 21 468 

少数株主に係る四半期包括利益 △45 △36 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  前第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日） 

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結損益 
計算書計上額 

（注２）   土木事業 建築事業 その他の事業 計 

売上高            

外部顧客に対する売上高 11,675 13,283 392 25,351 － 25,351 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
－ 2 72 75 △75 － 

計 11,675 13,285 465 25,427 △75 25,351 

セグメント利益又は損失

（△） 
181 △128 △136 △83 5 △78 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額5百万円は、セグメント間取引消去である。

   ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っている。

 

  当第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日） 

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結損益 
計算書計上額 

（注２）   土木事業 建築事業 その他の事業 計 

売上高            

外部顧客に対する売上高 12,396 13,736 520 26,654 － 26,654 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
－ 2 99 102 △102 － 

計 12,396 13,739 620 26,756 △102 26,654 

セグメント利益又は損失

（△） 
198 174 △103 269 4 273 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額4百万円は、セグメント間取引消去である。

   ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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４．補足情報

（１）四半期個別受注の概況

個別受注実績                  （単位：百万円）

  受 注 高    

27年３月期第１四半期 34,140 74.3%    

26年３月期第１四半期 19,587      19.4%    

                 

（注）１．受注高は、当該四半期までの金額です。 

   ２．パーセント表示は、対前年同四半期増減率を示します。 

 

（参考）受注実績内訳                                （単位：百万円）

区   分 
平成26年３月期 

第１四半期累計期間 

平成27年３月期 

第１四半期累計期間 
比較増減 増減率 

建 

設 

事 

業 

土 

木 

 国内官公庁 7,070  (36.1%) 18,045 (52.9%) 10,975 155.2% 

 国内民間 368  (1.9%) 629 (1.8%) 260 70.6% 

 海外 800 (4.1%) 3 (0.0%) △796 △99.5% 

 計 8,239  (42.1%) 18,678 (54.7%) 10,438 126.7%

建 

築 

 国内官公庁 883 (4.5%) 490 (1.4%) △393 △44.5%

 国内民間 8,951  (45.7%) 14,951 (43.8%) 6,000 67.0%

 海外 1,512   (7.7%) 20 (0.1%) △1,492 △98.7%

 計 11,348  (57.9%) 15,462 (45.3%) 4,114 36.3%

合 

計 

 国内官公庁 7,953  (40.6%) 18,535 (54.3%) 10,581 133.0%

 国内民間 9,320  (47.6%) 15,580 (45.6%) 6,260 67.2%

 海外 2,313  (11.8%) 24 (0.1%) △2,289 △99.0%

 計 19,587 (100.0%) 34,140 (100.0%) 14,553 74.3%

 

  （注）（ ）内のパーセント表示は、構成比率を示します。
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